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研究成果の概要（和文）： 本研究では，高校生のリーダーシップ行動（以下「Ｌ行動」と略す）尺度を開発し
た上で，以下3研究を行った。それらは，1)Ｌ行動の背景要因としての教師の影響及び生徒の学級適応感の関係
の検討，2）内発的将来目標に基づくＬ行動とキャリア発達の関係の検討，3）内発的将来目標に基づくＬ行動育
成を目指したグループワークの効果検討，であった。これらより，1)教師の自律性支援と2)内発的将来目標とが
Ｌ行動と正に関連すること，さらに，内発的将来目標に基づくＬ行動は学級適応感とキャリア意識を高める可能
性のあることが示唆された。また，3)グループワークで内発的将来目標を強調することで，Ｌ行動を育めること
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research developed the leadership behavior index for high school 
students and performed following three sub-projects: research for 1) investigating the influence of 
teachers’ autonomy support on students’ leadership behaviors and the effects of leadership 
behaviors on the students’ school adjustment, 2) examining the relationship between the intrinsic 
aspiration-based leadership and career development, and 3) validating the group-work intervention 
for the intrinsic aspiration-based leadership. By conducting these researches, we found the 
following: 1) teachers’ autonomy support may have a positive influence on students’ leadership 
behaviors; 2) intrinsic aspirations may have stronger relationship with leadership behaviors than 
extrinsic aspirations; the intrinsic aspiration-based leadership behaviors may have positive effects
 on school adjustments and career development; and 3) the proposed group-work model of intervention 
may enhance intrinsic aspiration-based leadership.

研究分野： 教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
平成 26 年度より開始された文部科学省の

スーパーグローバルハイスクール事業に見
られるように、現在、国際社会に通用するリ
ーダーシップ養成の重要性に焦点があてら
れている。しかし その一方で、目指すべき
リーダーシップ像については、科学的根拠を
もった明確なヴィジョンが存在していなか
った。このため現状においては、多くの実施
校が独自にリーダーシップ像を想定し、リー
ダーシップを、発表、議論、企画といったス
キルととらえ、独自にリーダーシップ養成を
行っている。この実態に対して、本研究では、
わが国の教育が養成を目指すべき、生徒のリ
ーダーシップ像について、理論的根拠に基づ
いた実証研究を行った。さらにその研究を基
に、実践可能なリーダーシップの育成手法を
開発し、これにより、近年重視される、生徒
のリーダーシップ養成の方向性を明らかに
し、わが国の教育における、より本質的で効
率的なリーダーシップ育成を可能とするこ
とを目指した。その際、国際的な普遍性が実
証されている目標内容理論（Kasser & Ryan, 
1996）をベースとし、単なるスキルとしての
リーダーシップ像でなく、他者のあるいは社
会のために自分の力を役立てたいという志
向性をもった“内発的将来目標”に基づくリ
ーダーシップ像を想定することとした。目標
内容理論によれば、人生の目標は内発的将来
目標（自己成長、社会貢献など）と、外発的
将来目標（金銭獲得、名声など）の大きく 2
種類に分けられる。先行研究では、内発的将
来目標を目指すことは、周囲の仲間との良好
な関係性を築くことに役立つだけでなく，各
人の学習意欲を高め、良好なキャリア発達を
促すことが実証されている。よって本研究で
は、生徒のリーダーシップ像として、内発的
将来目標に基づくリーダーシップ像を想定
し、単なるスキルを超えて、目指すべき人生
の目標を踏まえたリーダーシップ育成を研
究することとした。 
 
２．研究の目的 

(1)の目的は、リーダーシップ行動を測定す
る尺度の開発、及びその背景要因として教師
の影響を検討することであった。また別途、
追加的に、リーダーシップ行動と、生徒の学
級適応との関係を縦断的に検討し、2 つの将
来目標の効果の違いについても検討した。 
(2)の目的は、内発的将来目標に基づくリーダ
ーシップ行動のキャリア発達に対する影響
を検討することであった。(3)の目的は、上記
(1)および(2)の研究成果を踏まえて、内発的将
来目標に基づくリーダーシップ行動を育成
するための手法（プログラム）を開発するこ
とであった。 
 
３．研究の方法 

(1)および(2)においては、高校生質問紙調査
を実施して、データの解析を行った。(3)では

ワークシート等を活用したグループワーク
を開発して、まずは大学生に実施し、その効
果を検証した。 
 
４．研究成果 
 まず研究のスタートとして、リーダーシッ
プ行動尺度を開発した。その上で、この尺度
を用い、先述した 3 つのテーマに沿った研究
を遂行した。 

(1)では、リーダーシップ行動を測定する尺
度の開発及び教師の影響の検討に加えて、生
徒の学級適応の縦断的検討を行った。まず尺
度作成においては、集団主義的傾向及び過去
のリーダー経験の有無といった高校生本人
の回答に加えて、回答した高校生の各学級担
当教員によるリーダーとしての資質に関す
るノミネーション調査を実施し、妥当性の高
い項目を選定した。さらに、項目反応理論を
用いて、特に識別力の高い項目群を選別した。
その上で内的一貫性を確保し、リーダーシッ
プ行動尺度の項目を精選した。その結果、高
校生の回答と教師評定から妥当性が検討さ
れ、一定の信頼性（内的一貫性）を持つ「リ
ーダーシップ行動尺度」を作成することがで
きた。次に、教師の影響については、教師の
自律性支援的関わりや教師に対するモラー
ルとの相関関係を検討した。その結果、リー
ダーシップ行動といずれも正の相関がみら
れた。このことから、リーダーシップ行動に
対して教師が影響を与えている可能性が示
唆された。最後に、学級における生徒の学級
適応を縦断的に検討した。その結果、リーダ
ーシップ行動は、学級内の他者から認められ
ている気持ちである承認感を高めるという
因果関係を見出すことができた。これは、リ
ーダーシップ行動が、いわゆる学級の人気者
である承認感の高い生徒が行う行動である
というよりは、リーダーシップ行動によって
学級内の承認感を獲得できるような、社会的
スキルとしての側面を有することが示唆さ
れたと考えられる。さらに２つの将来目標の
効果の違いについて検討するために、リーダ
ーシップ行動および承認感に与える影響関
係に関して共分散構造分析を行った。その結
果、2 つの将来目標はともにリーダーシップ
行動に正の影響を与える可能性があるもの
の、承認感に対して正に関係しているのは、
内発的将来目標のみであることが明らかと
なった。これより、2 つの将来目標にリーダ
ーシップ行動を促進するが、承認感を高める
のは内発的将来目標のみであることが示唆
された。 

(2)では、内発的将来目標に基づくリーダー
シップ行動とキャリア発達との関係につい
て検討を行った。まず、キャリア発達に対す
る影響について、リーダーシップ行動及び将
来目標と、キャリア意識の発達との相関係数
を算出した。その結果、リーダーシップ行動
とキャリア意識（Action 及び Vision）との間
に正の相関がみられた。これはリーダーシッ



プ行動がキャリア発達に正の影響を与える
可能性を示唆するものと考えられる。また、
将来目標とキャリア意識との関係では、内発
的将来目標および外発的将来目標ともにキ
ャリア意識と正の相関関係を有することが
分かった。但し、キャリア意識に対する相関
係数は内発的将来目標の方が有意に高かっ
た。さらに、将来目標とリーダーシップ行動
との関係についても、2 つの将来目標ともに
正の相関関係を有するが、内発的将来目標と
の相関係数の方が有意に高かった。これらの
結果から、高校生においても内発的将来目標
が、キャリア意識の発達およびリーダーシッ
プ行動により強い影響を及ぼす可能性が示
唆されたと考える。さらに、リーダーシップ
行動とキャリア意識との関係性に対して 2つ
の将来目標が与える効果を検討するために、
2 つの将来目標を平均点で高・低群に分けた
上で、リーダーシップ行動とキャリア意識と
の相関係数を比較したが、大きな相関係数の
差は見られなかった。これは、内発的将来目
標は、リーダーシップ行動やキャリア意識に
直接影響するのであって、その関係性に対し
て与える影響は強くないという性質を持つ
ことを示唆したものと考えられる。 

(3)では、まずは大学生を対象に、グループ
ワークを利用した介入が行われた。グループ
ワーク中では、各グループ内で、リーダーを
決めた上で、簡単な作業課題に取り組んでも
らった。その上で、途中、フォロワーのため
に尽くし、自他ともに成長することを目指す
という内発的将来目標に基づくリーダーシ
ップの重要性について説明した。また、その
ためにはフォロワーの承認が重要なことも
説明した。そして、その後に実施した作業課
題時には、各作業課題終了時にリーダーの良
いところを指摘する「あたたかい言葉かけカ
ード」をリーダーにプレゼントするという介
入課題を課して、内発的将来目標に基づくリ
ーダーシップ行動を促した。その結果、事前
事後の差検定によって、リーダーシップ行動
の達成と欲求が有意に高まり、フォロワーと
しての行動ではリーダーの良い点を指摘し
ようとする他者高揚行動の高まりが有意傾
向となった。 
以上(1)から(3)の成果をまとめると、リーダ

ーシップ行動は、教師の自律性支援によって
促される点で、教師の影響が重要であること、
内発的将来目標は外発的将来目標に比較し
て、リーダーシップ行動とより強く影響して
いることが示唆された。それのみならず、内
発的将来目標が、学級内での承認感やキャリ
ア意識の発達と関係していることが明らか
となった。さらに、グループワークにおける
作業課題等で、内発的将来目標の重要性を指
摘するなどの介入を行うことで、リーダーシ
ップ行動を高められる可能性のあることが
分かった。以上の知見から、リーダーシップ
行動において、内発的将来目標を重視すべき
ことが確認され、またその方法まで確立され

たことから、本プロジェクトはキャリア教育
や学校適応指導の展開に対して、一定の知見
を提供しうるものと考えている。 
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